
＜2025年度春季語学研修型プログラム＞ 

サンフランシスコ州立大学 

San Francisco Discover 

募集要項 

プログラム名 San Francisco Discover  

派遣先大学・機関名 サンフランシスコ州立大学 

研修先（国・都市） アメリカ・カリフォルニア州・サンフランシスコ 

派遣期間 2026年 2月 16日（月）～2026年 2月 27日（金） （2週間・12日間） 

【現地到着】 2026年 2月 15日（日）  【現地出発】 2026年 2月 28日（土） ※予定 

※往復航空券は国際課が代理店を通して全員分まとめて手配します。 

※研修前後に個人的な旅行を含めることは認められません。 

研修概要 ＜サンフランシスコ州立大学について＞ 

1899年創立のサンフランシスコ州立大学は、小規模ながらモダンな建物とアットホームな

環境のキャンパスを有しています。アジア系留学生の割合が多く、日本人留学生にも人気が

あります。また、シリコンバレーに近いことから、ＩＴ産業やハイテク企業との関わり合いも多

く、数多くの研究や後援会が行われています。 

 

＜研修内容＞ 

英語力（主にスピーキングとリスニング）の向上とサンフランシスコの人々・文化への理解を

目的としたプログラムです。週ごとに決められたテーマに関連する語彙を学びディスカッシ

ョンを行うほか、学外の施設訪問を通して意見交換をします。（テーマ例：Discovering SF 

History and Culture, Technology and Innovation etc.） 

渡航前のテスト（Zoom）でクラス分けが行われるため、参加者は自分のレベルに合ったクラ

スに入ることができます。最大 20人のクラスには、現地学生 5人がパートナーとして参加

するため、英語での自然な会話力と表現力の向上が期待できます。 

滞在方法 Monore Residence Club （学外の民間宿泊施設） 

※1日 2食付 

※2～3人での相部屋、バスルーム共用（予約状況により、変更の可能性有） 

参加費用 US＄2,184.96 

（プログラム費$1,381.5＋滞在費＄603.46＋往復空港送迎費＄２００） 

※往復航空券代・滞在先⇔研修先の通学にかかる交通費・海外旅行保険料・その他諸経費は含まれません。 

※詳細は後述の「■その他注意事項」を参照してください。 

引率 なし 

対象 全学部・全研究科・全学年 

※プログラム期間中に試験・再試・講義・実習のある学生は参加できません。 

定員 20名程度 

奨学金 福井大学学生海外派遣支援金：９万円（指定都市・サンフランシスコ） 

※学業成績の受給要件あり。 

※予算の状況により、要件を満たしていても受給できない場合があります。 

単位付与 1単位 

https://cpage.sfsu.edu/sfdiscover
https://www.u-fukui.ac.jp/international/outbound/scholarship/shienkin/


  

■学内参加申込提出書類 

・締切：2025年 12月 1日（月）17：00 ※厳守 

・提出先：国際課 

 （文京）学生交流センター1階 

 （松岡）管理棟 1階学務課内 

 （敦賀）事務室 1階 

・申込方法：下記①～⑥すべての書類の送信・提出を以て参加申込完了。 

 

≪オンライン≫ 

① 参加申込フォーム 

 

≪紙で国際課へ提出≫※A4判で揃えること。②③の様式はこちら 

② 「福井大学 短期海外研修プログラム 参加申込書」 

※助言・指導教員（医学部生は学年主任）の自筆署名が必要（代筆不可） 

③ 「誓約書」 

※保証人の自筆署名が必要（代筆不可） 

※保証人が遠方に住んでいる場合、郵送での対応が必要 

④ パスポートの原本の写し 

※未取得者は、記入済みの「一般旅券発券申請書」のコピー（氏名のローマ字表記があるもの）を提出。 

申請方法についても確認すること。 

⑤ 語学能力証明書類写し（あれば） 

⑥ エッセイ（A4１枚程度・Wordタイプ打ち） ※研修の成績は、本エッセイと研修後提出のエッセイで評価します。 

テーマ『プログラムを通して、何を学び得たいと考えているか。また、そのために自分自身が出発前またはプログラム

期間中にどのような心構えや準備が必要だと考えるか。』 

※学籍番号、所属（学部/研究科・学科/専攻）、氏名を記載すること 

 

 

■今後のスケジュール 

※対象となる科目名は所属ごとに異なります。 

※今年度卒業予定の方は、学位記授与式で配布する成績証明書には修得単位の記載が間に合わない場合があります。 

説明会 春季語学研修合同説明会 

（ポートランド州立大学・ディーキン大学・サンフランシスコ州立大学） 

2025年 10月 30日（木）12:10-12:50 

＠文京キャンパス 学生交流センター1階 プロジェクトラーニングスペース 

申込はこちら 

※会場準備のため、事前申し込みをお願いします。（ただし、当日参加も可。） 

※大学の Googleアカウントでログインしてください。 

UF-GLPポイント ①説明会への参加 :【国際教養】 ポイント対象 

②プログラムへの参加 ：【留学・海外研修（異文化適応力）】 ポイント対象   ※①②は積算可 

※UF-GLPとは？・参加登録はこちら・  

学内参加申込方法 締切までに指定の書類を国際課に提出。 

詳細は下記「■学内参加申込提出書類」を確認すること。 

問合せ先 福井大学国際課 学生交流担当 

Ｅメール：studyabroad@ml.u-fukui.ac.jp 

TEL：0776-27-8404 

https://forms.gle/bDpny6mqcub59y7p6
https://www.u-fukui.ac.jp/international/outbound/short/information/documents/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/download/top.html
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kokusai/passport.html
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfFDr3Of7l8HVMbMh4tAXIlNyfxzyQ8nGwMPrVa2Yr8O5KTPQ/viewform?usp=header
https://www.u-fukui.ac.jp/international/internationalization/global-leadership-program/
https://ufglp.ad.u-fukui.ac.jp/userlogin/


10月 30日（木）12:10-12:50 春季語学研修合同説明会 

12月 1日（月）17:00 学内参加申込締切 

12月 2日（火）以降 参加決定通知、先方本申込、航空券購入、参加費用支払、プレイスメントテスト受験 

1月上旬 国際課オリエンテーション（海外旅行保険・危機管理サービス加入）  

※対面参加必須 

渡航約 1週間前 事前課題提出、渡航前オリエンテーション ※対面参加必須 

2月 プログラム実施 

帰国後 10日以内 帰国後課題提出 

■その他注意事項 

参加費用に含まれない費用  ※変更の可能性有 

・往復航空券代（10月時点見積額：約 21万円）および関連費⋆1  

・日本国内移動交通費 

・滞在先⇔研修先の通学にかかる交通費 

・海外旅行保険料*2 

・危機管理サービス利用料*3 

・参加費用支払手数料 

・海外渡航申請手続費用（パスポート申請・ESTA申請など） 

・海外用 SIMカード購入、レンタルWi-Fiなど海外でのインターネット通信環境整備にかかる費用*4 

・手荷物超過料金 

・その他個人的支出 など 

*1 往復航空券：参加者確定後、国際課が代理店を通して全員分を一括で購入します。日本発着日、経路、乗換回数、前泊後泊の有無などは状況によって変わ

り、参加者決定後に参加者に連絡します。また、関連費には燃油サーチャージ、空港施設利用料、代理店手数料等を含みます。フライトは全員同じ便を利用す

るため、研修前後に個人的な旅行を含めることは認めません。できるだけ安価な航空券の手配に努めますので各種制約についてはあらかじめ理解してくだ

さい。 

*2 海外旅行保険料：大学指定の海外旅行保険（ジェイアイ傷害火災保険：取扱窓口 (株)アークスリーインターナショナル）への加入を全員必須としています。

詳細は渡航約１カ月前に実施の国際課オリエンテーションで案内しますので、個人で別の保険には加入しないでください。また、本保険とは別に、派遣先大学

が指定する保険（約$50）にも加入する必要があります。 

*3 危機管理サービス利用料：海外旅行保険同様、参加者全員加入必須の危機管理サービスです。有事の際の安否確認やトラブル時の相談窓口となります。

申込方法等詳細は、国際課オリエンテーションにて案内します。 

*４ インターネット通信環境：派遣先大学内および滞在先では無料でインターネットが利用できます。その他の場所や移動時の利用を想定した海外用 SIMカ

ード等の購入は任意ですが、危機管理上、保険会社や大使館とのやりとりは電話連絡が基本となるため、海外でも携帯電話通話ができる状態・契約にしてお

くことを強くお勧めします。 

 

■キャンセルについて 

原則、参加申込以降のキャンセルは受け付けません。やむを得ない事情により参加をキャンセルする場合、プログラム費、 

滞在費、往復航空券代等にかかるキャンセル料は各手配先のポリシーマニュアルに基づき参加者の自己負担となります。 

 


